
金
滞
古
蹟
志
巻

λ

一
様
続
也
と
。
又
云
ふ
。
園
飽
老
楠
の
焼
残
る
者
を
取
り
て
七
尾
の

披
門
を
治
ら
し
め
‘
此
の
披
を
慶
せ
ら
る
L
時
、
金
滞
へ
引
移
し
公
・

事
場
の
門
と
注
す
と
左
り
。
公
の
至
仁
に
し
て
且
勇
敢
な
る
抜
群
の

天
質
可
v
仰
可
ν
喋
と
。
平
次
按
歩
る
に
、
七
尾
の
城
門
と
い
ふ
は
小
丸

山
の
披
怠
る
ぺ
し
。
此
の
披
は
利
家
卿
入
部
の
後
新
築
せ
し
め
ら

れ
、
寛
永
十
六
年
康
被
と
一
宮
ふ
と
三
州
志
古
櫨
考
に
い
へ
り
。
さ
れ

ぽ
右
老
摘
の
鎗
磁
を
以
て
、
入
部
し
給
ふ
天
正
の
初
め
小
丸
山
城
新

築
の
時
披
門
と
左
し
給
ひ
‘
寛
永
十
六
年
慶
携
の
時
金
滞
へ
移
さ
し

め
、
公
事
場
の
門
と
た
し
置
か
れ
た
る
と
と
知
ら
れ
け
り
。

O
会
事
相
場
来
歴

俗
停
に
云
ふ
。
公
事
場
は
、
藩
阻
利
家
卿
の
時
盟
太
閤
よ
り
賜
は
る

名
稀
に
て
‘
甚
だ
重
き
名
固
た
り
と
。
一
一
誌
に
は
‘
闘
白
秀
次
公
よ

り
賜
は
る
と
も
い
へ
り
。
但
し
此
の
侮
訟
は
世
人
の
俗
停
に
て
取
る

に
足
ら
宇
。
按
宇
る
に
、
公
事
場
の
名
目
は
.
公
事
裁
判
所
の
時
稀

-
な
る
ぺ
し
。
曾
我
物
語
一
巻
に
伊
藤
次
郎
結
恒
所
領
論
と
て
載
せ
た

る
僚
に
、
申
紙
を
奉
行
所
に
捧
ぐ
。
公
事
所
に
此
の
放
を
ば
披
見
有

て
、
指
営
り
だ
う
り
に
煩
弘
け
る
よ
と
人
々
寄
合
内
談
評
定
す
。
と
い

ふ
事
見
b
た
り
。
是
邸
ち
公
事
裁
判
の
白
に
て
、
公
事
所
は
所
謂
公

a-
俳
句
t

• • 
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々
、
目
安
場
よ
り
入
置
物
は
云
々
、
と
振
分
け
記
載
あ
る
に
て
、
雨

役
所
な
る
と
と
著
名
な
り
。
公
事
場
は
‘
苦
情
を
裁
判
す
る
役
場
た

り
。
放
に
公
事
場
と
い
ふ
。
目
安
場
は
、
目
安
箱
と
て
建
言
放
を
可
v

入
箱
を
出
し
置
き
.
下
情
を
知
る
役
場
な
る
が
ゆ
ゑ
に
目
安
場
と
い

へ
り
。
目
安
箱
と
い
ふ
は
俗
稀
に
て
‘
建
言
匿
な
り
。
日
本
紀
孝
徳

天
皇
巻
に
、
大
化
元
年
八
月
丙
申
朔
ゅ
庚
子
a

奔
=
東
園
等
園
司
-
云
々
。

是
日
設
=
鏡
匠
於
朝
刊
詔
目
"
若
憂
訴
之
人
岨
有
-
融
川
浩
-
者

4

共
伴
遊
先
勘

賞
而
奏
“
有
=
骨
骨
長
者
プ
英
隼
長
先
勘
賞
而
奏
.
若
其
伴
遊
傘
長
不
b

審
v

所
v
訴
e

牧
v
峨
納
ν
匪
.
以
『
桑
罪
-
罪
v
之
，
共
牧
v
牒
者
昧
旦
執
v
牒
奏
=
於
内

裏
↓
股
題
昌
年
月
展
示
=
群
卿
↓
或
榔
怠
不
ν
理
或
阿
黛
有
v
曲
ν
訴

者

可
a

以
捻
'
鍾

ω

由
vm
沼
懸
ν
鍾
提
=
匪
於
朝
↓
天
下
之
民
成
知
=
股
意
吋
と
あ
り
。

是
所
筒
目
安
箱
の
吾
が
朝
陀
置
か
れ
た
る
濫
鰯
と
い
ふ
ぺ
心
。
明
治

維
新
の
初
め
に
も
、
職
自
邸
に
目
安
箱
を
置
き
て
訴
欣
建
白
紙
を
入
れ

し
め
ら
れ
た
り
。

。
会
事
場
奉
行

簿
園
官
職
遁
考
に
云
ふ
。
公
事
場
の
起
原
知
る
べ
か
ら
宇
。
共
の
奉

行
の
始
め
も
亦
知
れ
宇
。
古
は
常
に
年
寄
衆
出
席
あ
り
し
と
聞
ゆ
。

微
妙
公
の
時
、
卯
辰
某
院
の
小
備
、
住
持
を
殺
害
し
、
篠
原
出
羽
目
克
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ニ
四

事
場
の
名
稀
と
同
じ
と
い
ふ
ぺ
し
。
さ
て
公
事
の
二
字
を
く
じ
と
呼

ぺ
る
、

A
A
苦
情
の
由
友
り
。
慶
長
六
年
五
月
奮
簿
二
世
般
大
納
言
利

長
卿
の
在
判
定
容
に
‘
会
事
人
奉
行
一
宮
々
・
公
事
聞
候
内
に
て
理
非

決
断
之
儀
は
可
付
多
分
事
。
叉
公
事
銭
は
訴
論
共
に
三
百
疋
宛
致
a
持

参
一
週
怒
之
方
は
手
前
に
三
百
疋
可
v
返
a建
之
-
帯
。
友
E
a
a
戟
せ
給
ひ

し
也
。
是
に
て
公
事
は
苦
情
の
由
た
る
と
と
知
ら
れ
け
り
。
今
世
に
も

苦
情
の
事
を
ぽ
公
事
或
は
公
事
沙
汰
と
い
へ
り
。
叉
公
事
場
の
名
目

は
‘
慶
長
十
八
年
八
月
の
定
書
位
、
公
事
場
ヘ
出
る
者
絵
々
に
よ
ら

宇
刀
・
脇
指
を
置
可
=
罷
出
-
事
と
い
ふ
ク
僚
を
載
せ
ら
れ
、
是
よ
り
後

は
共
の
名
多
く
見
ね
た
り
。
三
登
記
に
、
寛
永
二
年
大
垣
停
左
衛
門

成
敗
の
事
を
記
載
す
る
僚
に
‘
此
の
停
左
衛
門
は
公
事
場
の
取
次
相

勤
め
‘
年
々
の
公
事
銭
・
過
料
・
関
所
銀
共
に
預
り
置
く
と
い
ふ
事
見

ゆ
。
或
は
一
試
ふ
。
古
き
定
書
に
‘
目
安
場
と
い
ふ
役
所
の
名
見
ゆ
。

目
安
場
は
即
ち
公
事
場
の
事
也
と
。
平
次
按
宇
る
に
‘
公
事
場
と
目

安
場
と
は
異
な
り
。
目
安
場
は
後
に
絶
え
た
れ
ど
、
寛
永
五
年
八
月

の
定
書
に
‘
館
舎
人
の
賄
公
事
場
よ
り
入
置
者
は
、
公
事
銭
之
内
を

以
賄
料
可
a
相
渡
一
目
安
場
よ
り
入
置
者
は
過
怠
銀
之
内
を
以
賄
料
可
a

相
渡
-
と
載
せ
ら
れ
た
り
。
此
の
定
書
に
公
事
場
よ
り
入
置
者
は
一
宮

を
断
宇
る
事
見
b
た
り
。
寛
永
十
八
年
陽
庚
公
入
園
の
時
、
奥
村
源

左
衛
門
長
元
・
岡
島
市
郎
兵
衛
一
陳
・
小
塚
藤
右
衛
門
某
勤
v
之
。
或
は

云
ふ
。
此
の
三
人
は
此
の
時
の
算
用
場
奉
行
を
乗
帯
す
と
見
ゆ
。
又

一
式
ふ
。
寛
永
十
七
八
年
の
頃
の
留
艇
に
、
奥
村
・
岡
島
・
小
塚
並
に
宮

城
釆
女
・
葛
巻
識
人
五
人
の
名
見
ゆ
と
云
ふ
。
右
年
間
以
後
陀
は
津

田
勘
兵
衛
軍
次
・
協
田
丸
兵
衛
直
賢
勤
v

之
。
皆
小
勝
頭
た
り
。
此
の

頃
組
頭
よ
り
加
勤
す
と
い
へ
り
。
高
治
二
年
の
頃
積
山
右
近
守
知
・

菊
池
大
事
芭
辰
商
人
に
て
勤
v
之
。
以
来
蓮
線
す
と
云
々
。
按
守
る

に
、
微
妙
公
夜
話
鍛
花
、
光
高
君
へ
御
領
園
を
穣
ら
せ
給
ひ
け
る
後
、

小
松
へ
被
昌
仰
進
一
横
山
大
膳
を
公
事
場
奉
行
に
被
u

成
度
思
召
よ
し
御

内
意
を
被
v
詩
v
得
け
る
に
、
可
v
然
出
自
御
返
事
也
。
然
る
に
小
松
よ
り

織
に
大
勝
方
へ
親
簡
を
被
a
成
下
プ
公
事
場
奉
行
を
被
=
申
付
-
と
も
必

宇
御
諦
申
上
問
敷
皆
也
。
一
雨
日
過
ぎ
て
、
右
.
役
儀
大
勝
に
被
目
仰
一

ぜ
-
と
い
へ
ど
も
御
諦
不
a
由
・
上
?
依
v
之
宇
田
治
兵
衡
を
以
共
由
小
松

へ
被
品
仰
上
-
戯
.
治
兵
衛
を
御
前
へ
被
ν
鏡
v
召
‘
大
膳
が
鵠
け
ざ
る
と

そ
治
也
。
共
方
た
ど
ケ
様
の
事
存
知
付
か
宇
や
。
大
謄
た
ど
を
公
事

場
奉
行
杯
申
付
る
も
の
に
非
4
1
0

公
事
場
は
理
非
決
断
の
所
也
。
若

し
侍
共
公
事
た
ど
の
時
は
理
非
を
分
別
す
る
役
也
。
必
宇
非
分
の
方

~ 

こ
五




